





がとう J と言わずに「すみません J で対応することが多い。それは、聞き手に危害を加え
た訳ではなく、ただ日本語の詰びる表現は感謝を表わす機能もあると言うことである。だ







その前に、 「ありがとう J と「すみません」の違いを考えることにする。主な遣いは
「ありがとう J は「すみません j の様に害や誤りを詫びるためには使えないと言うことで










が働くこともある。 J （熊取谷 (1988 ））なのである。店員は仕事で義務的に「（どうも）あ
りがとう（ございます／ました）」と言っている訳である。けれども、客はその義務がな
いので f すみません l とも言える。
ω店員： I 140 円のお返しになります。」
客 : r ありがとうございました. J 




f ありがとう J より丁寧であるかということも問題になる。
最初に、 「カオ J (face）を説明しな』すればならない． f カオ」と言うのは、全ての有能
な人が欲しがっているものであって、二種類に分けることができる。すなわち、 f 肯定的
カオ」（positive face ）と「否定的カオ J (negative face）である。 f 肯定的カオ J と言
うものは「自己を肯定的に評価してもらいたい」と言うことである. 1 「否定的カオ J とい
うのは「他からの干渉を受けたくない J ということである. 2 このため、ある行為は本質的
に「カオ威嚇行為 J (face-threatening act ）と呼ぶことにする． 「肯定的カオ」を威す行










あるのは、 「中和行為」（redressive action ）である。つまり、 「カオ威嚇行為」を中和
するために、話し手は聞き手の「カオ」を威す意向がないことを明らかに提示することで
ある。どの見地（「肯定的」か「否定的 J か）が強調されているかによって、「中和行為l




である。 「ありがとう」と言うのは「肯定的丁寧行為 J である。それに反して、 『否定的
丁寧さ J と言うのは、聞き手の I 否定的カオ」を満足するために、話し手が聞き手に対し
て、形式的であり、聞き手のことを妨害する意志がないということを表示することである．
全ての詫び表現と感謝としての「すみません」はこの型に当る。
「否定的丁寧行為 j と言うのは、次の理由に従って、 f 肯定的丁寧行為 J より丁寧であ
る。まず、 「肯定的丁寧さ J を設定するのに、話し手は聞き手が内集団員になりたいと仮
定しなければならないのである。それに反して、全ての人聞は干渉を受けたくないという
ことは当然であるので、 「否定的丁寧さ」の場合は仮定がないのである。だから、聞き手
の感情は明確でなければ、 「否定的丁寧行為」にする方が f 肯定的丁寧行為」にするより
も安全である。




に社会的距離が非常に強調されている文化では、むしろ f 否定的丁寧行為 J を選択する傾
向がある。それは、 「すみません J が「ありがとう J より丁寧だと思われている原因であ
る。
日本では、内と外の関係がとても大切である。だから、普通はほめられたら、卑下して、













(4,) A ：「どうぞ、お掛けになって下さい。 J
B ：「失礼します。 J
この場合、 B は座ることは失礼と思っているかどうか分からないが、 「座らさせてくださ
って、ありがとうございます。」の意味を持っている．
(5) A ：「先日はどうも失礼しました。 J
この A さんはまさか先日に本当に失礼なことをしたのではあるまい。これは、 f 先日は御























先生の研究室に入る前に、生徒達はドアを叩く。先生は f はい J と言えば、生徒はドアを
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